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Sir \_iiam Ashley

を

憶

ふ

m

H號

I

五
四 

た
め
で
あ
つ
た
が
，
他
の
一
；つ
は
ニ
‘蹄
間
以
內
に
.w_hit

n>--ball

に
行
ぐ
こ.yj

が
.出
來
，た
か
ら
で
あ
るw

云
ふ
。
こ
の 

蹄
.話
は
晚
年
に
於
け
.る
彼
の
政
治
的
嗜
好
を
物
語
る
材
料
ど
な
y
得
.る
で
あ
ら
ぅ
。

;s
i
r
.
w
i
l
l
f
i

 
A
s
M
e
y

 

.の

死

は

確

，
か

に

學

；
界

の

た

.め
に
.大
な
.る
提
失
た
.る
こ
f
は
^
ふ
ま
.で
も
な
い
が
、
.私
情
を 

語
石
こ
ど
を
許
さ
れ
る
，な
ら
ば
、
筆
潘
が
«
英
中
受
け
.た
學
恩
の一.

部
を
も
报
し
得
な
い
中
に
訃
音
に
接
し
た
こV

 

は
最
名
遺
慽
_に
耐
ぇ
な
ぃ
ど
こ
ろ
で
ぁ
る
。(

昭
和
三
年
ニ
月
十
三
2
1稿)

「

ア
リ
ス
ト
テ
レ

—

ス

の『

流

通

の

正

義

』

=
,
マ

グ

ク

ス

の

:

其

解

釋

[:
闘

す

る

*

」
(

其

三

)

中

に

於

け

る

福

田

博

士

の
 

:
':
'

拙

稿

U

身

-

る

批

灘

に

就

い

て

：
“
フ

^

¥

 

一
 

,

'

. 

'....I' 

:ン...

余

ょ

本

誌.づ

月

號

響

上

：暮

晏

福

：田
徳

t

二
博
士
が
雜
誌
.「

改
造
.

」

本
年
新
年
號
に
於
ぃ
て
、
含
貧
し
き
ァ 

リ
ス
ト
ォ
タ
レ

.丨
ス
硏
究
の
；
一
部
に
對
し
て
下
さ
れ
た
令
非
難
攻
擊
に
.就
き
、
聊
か
_

を
呵
し
て
應
8

0
禮
を
够 

H

吾
人
は
後
锻
.̂
«
ま
る
>
こ
^
厚

き

福

田

傅

士

が

、

必
ず

「

改
造」

：一
一
月»
若
し
く
は
ー
ニ,
©

{

.犮

し

へ

3
- 

_

脱
言
に
»
し
寐
ら
に
應
酬
せ
ら
る
，可
き
こ
ぐ」

を
密
か
に
期
待
せ
り
。
果
然
吾
人
の
®
待
は
^
切

ら

る

、
こ
ビ
ァ

の
.甚
だ
徽
ら
ざ
る
，
儒
电
め
論
_

极
_
も
問
題
の
主
點
に
觸
れ
居
ら
ざ
る
の
一
事
な

り
。

•

:''
:
雄
士
财
最
初
佘
を
雛
せ
ら
れ
た
る
主
'要
の
點
は
、
佘
が
今
日
の
經
濟
學
に
對
す
る
ァ
リ
ス
ト

す
ネ
レ
ー
ス
：縛
濟
學
說

の
貢
献
を
一
掃
g

s

¥
る
S

ぅ
嘉
？

在
*

^
余
S

志

識

.

S
つ
T

不
當
E

、
会
の

.

5
は
、
近
5

經
濟
學
が
.其
の
一
主
溯
に
於
ぃ
て
"
決
し
て
ァ
リ
ス
ト

/

レ
-

ス
に
發
せ
ず
し
て
"
ァ
ジ
ス
ト
"
テ
レ 

丨
ス
.及
び
ス
コ

ラ

哲

學

に
對
す
る
反
抗
の
時
代
に
其
の
萠
芽
を
發
し
た
り
ど
倣
す
に
稃
す
る
旨
を
»
論

せ

り

。
，
忉3 

第
二
十5
 

S
四
七)

福

#

P

籠

聽

襄

m

i

l

 .

蜃

敏

.
一
五
五
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二
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二
卷
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四
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於

縣

田l
l
l
l
i
r

對

マ

顧
#

解
續
關
！

許

.

.

.墓

一

五

六

： 

は
這
囘
の
論
文
に
於
い
て
は
毫
も
此
の
點
：

2

觸
る
V
所
な
し
。
博
士
の
論
文
は
未
完
な
ぅ
、
而
し
て
博
士
は
余
が
抑
ツ 

士
.0'
論
文
を
終
末
ま
で
氣
永
，に
讀
過
す
る
な
ら
ば
、
、余
の
非
難
が
常
然
徹
，囘
せ
ら
も
可
き
も
のvj

樂
®

せ
ら
る
、
な 

b
o
-
.
博
士
に
し
て
此
の
言
ぁ
る
以
上
，.余
は
博
士
の
、論
文
の
•
{元
結
.を
何
ヶ
月
か
者
し
.く
は
何
ヶ
年
か
の
後
に
#

ち
，マ
、
. 

染
し
て
余
，&
非
難
が
當
然
徹
囘
せ
ら
‘る
可
き
も
め
な
る
や
否
や
.を
.檢
;̂
す
る
.の
'耐
忍
を
有
せ
_ざ
る
可
ら
ず
0
然
1
ざ 

も
饬
.か
.に
惟
ふ
に
、
博
士
の
如
き
賣
文
の
®
な
き
大
家
先

生

は

其

の

，硏
究
論
文
を
斷
續
常
な

 

大

衆

^

の
雜
誌
に 

揭
載
し
て
、
他
の
誤
解
を
招
<
を
避
け
、
滞
然
た
.るf

編
d
し
て
徐
.ろ
に
世
に
示
さ
る
、
の
遨
.を
選
ば
る
可
き
も
の 

に
は
非
ざ
る
か
。

•.，

:

.

ニ

れ

士

が

這1 6

の
論
^
^;
に
於
い
て
余
の
名
を
擧
げ
、

佘
の

論

丈

を

揭

げ

.て
非
雛
せ
、ら
る
、
所

は

、

單

.に
佘
の文
を 

以
ー
つ
.て
支
離
滅
裂
ぬ
昏
め
だ
る
に
過
ぎ
ざ
る
か
，、
，
苦

し

ぐ

は

枝

葉

0
點
に
腳
す
^
柿
語
に
.過
ぎ
ざ
る
を
以
つ
て
、
饮 

て
益
に
再
び
本
誌
を
^
:す
®
要
な
き
が
如
き
も
，
余
は
此
の
老
先
锻
が
其
の
文
中
に
於
い
て
特
に
余
の
論
文
の「

如
. 

何
に
杜
撰
、
孟
浪
、
散
漫
に
し
て
、
而
も
徒
ら
に
べ
ダ
ン
チ
ッ
ク
な
る
も
の」

な
.る
か
3?
.明
か
に
す
る
に
势
め
ら
>
た 

る
多
大
の
勞
に
對
し
てP

1
1
1
P

さ
能
は
ず
。
余
は
佘
に
見
落
し
な
き
限
り
、
博
士
の
余
に
對
す
る
非
雞
の
全
部
に
就 

い
て
囘
答
す
。
 

,
 

.

第

一

の
佘
に
對
，

る
柿
顏
$:
|養

上

.段
'

)

即

ち「

高
橋
敎
授
0
.論
文
の
.到
底
常
人
.の
理
；解

し

得

ざ

る

底

の

も

3
.で 

这
る

妨

以

は

狄

薪

のJH
義

論

其
.の

も

の

、M
說

の

支
a
滅
裂
：ょ
り
來
る
も
.の
、な
る
^
艦
.み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

云
 々

に
就
い
て
は
吾
人
鸵
に
之
れ
を
云
へ
り
。
愛
に
再
び
聱
せ
ず
。
第
.ニ
の
柿
註(
五
三
頁
下
段〕

即
ち
氏
が
マ
ル
ク
ス
の
。

所
說
を
河
上
肇
皆
川
赏
氏
の
譯
文
並
び
に
高
帛
素
之
氏
の
.3!
;
れ
.ょ
り
長
々
ビ
，引
用
せ
ら
办
た
る
は
決
し
て
余
に
對
す 

る
駁
論
の
爲
办
に
#
す
、
博
士
の
論
文
の
'中
心
诎
題
ビ
す
る
箇
所
な
な
.が
.故
に
し
て
、‘
余
の
自
尊
心
の
過
太
な
.
る
博 

■±
の
：
論
文
，の
組
立
て
方
を
す
ら
：誠
解

t，
な
を
妨
げ
な
る
も
の
.と
說
.か
.れ
た
る
.點
’に
.於
い
.て
も
*

#
に
言
.ふ
可
き*)

と 

な
，.し
。：.：t®
k

の
，此
の
娃
‘き
引
川
が
必
す
し
.も
余
を
駁
擊
す
.る
が
爲
め
の
.みV」

は
余
も
思
■
せ
す
。
而
も
忌
®
な
く
中 

せ
.ば
、.
.事
賞
余
.は
|1
士
.
0論
‘文
の
組
み
.立
て
方
を
.未
.だ
諒
解
せ
す
、.。
.博
士
の
長
#
文
は
.一
ー
十
ニ
節
に
し
て
制
ほ
完
結 

せ
^

、
.或
ひ
•■は
，前

囘

の

誤

植

(

？
.

〕

を
.次
囘
の
.本
文
中
に
於
い
て
長
々
ゼ
訂
正
し
、
.魂
ひ
は
'ブ
> 
ス
工
ン
F-
火
フ
.の
®
 

科
太
學
所
藏
凇
の
來
膨
ゼ
尋
從
で
、
*.
§
#
附
者
た
.
-る‘友
右
田
«

の
爲
.め
”
.に
無
簸
の
感
慨
を
ょ
«:
、
--
-
;低
徊
—

<
 る
こ 

6
な
ぎ
此
，の
論
文
の
紕
立
を
今
に
於
'い
て
知
る
こV

J

は
決
し
て
常
人
の
，企
及
し
得
る
所
に
非
ざ
る
な
分
。
佘
は
唯
だ 

余
に
對
す
^
博
士
の
攻
擊
に
典
味
を
朧
じ
た
る
の
み
。
 

.

‘

第
三
に
.1«
士
は
余
於
广
ル
べ
ル
ト
ス
を
擧
げ
て
、
其
の
弟
.子
ト
マ
ソ
，
ダ
.
'ク
ィ
ノ
に
.就
い
て
言
及
せ
ざ
る
の
不
當
を 

1»
せ
ら
れ
た
.ヶ
。
佘
は
余
に
し
て
中
世
の
.經
濟
學
說
に
及
ぼ
せ
•
.る
-ァ
リ
ス
ト
ォ
テ
レ

’ト
ス
の
影
響
を
探
求
す
る
を
1=
1 

抓
^
せ
ば
、
.勿
論
■

ト
マ
ソ
の
.名
を
逸
す
る
こ
ど
能t

r
n
.

し
な
な
可
し
。
而
も
佘
は
愛
に
.は
單
_、に

交

換

的

正

義0; 

意
巍
史
明
か
に
す
る
‘が
爲
め
に
‘ァ(

ベ\

ト
ス
-ょ
り
'數
句
を
引
用
せ
‘る
に
過
ぎ
ず
。(

縱
令
ひ
幵
が
へ
リ

ォ

ド
ー
ロ

ス
 

の
パ
ラ
.フ
ラ
.、シ
ス
に
.出
で
.
.た
る
も
0
な
り
ビ
す
る

.も)

0
佘
は
決
し
て
白
頭
の
豕
兒
.を
興
ミ
し
そ
、
人
に
誇
ら
んV」

す 

る
に
，非
ず
。(

w.
*

に
甭
ら
ば
>
<邶
豕
皆
な
&
き
怂
知
る
も
、
而
も
何
ほ
‘說

阱

の

便®:
上
之
れ
を
引
け
る
に
過
ぎ
ざ
る 

こ
v
i
Mに
•云
へ
る
が
如
し
o
,
- 

■ 

: 

^

U1

t
,モ
：
こ
$ 

、
J
y 

J

 
ノ「

ア
V
ス
.ト
デ
'
'レ
ー
ス
の『

流
妞
の
正
&
*
=マ
^
ク.
.
.
ス
.の
兆
解
.歡
に
闕
す
る
疑」

.

浓
三
^

鲈
ニ
1

1

1

(

四
広
プ)

筇
三
ソ
中
^
於
け
ち
覦
田
博
士
の
拙
稿
じ
對
す
る
批
雛
は
就
い
て

 

為Il
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i
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P
デ

於

f

誠
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■

蒙
マ
す
靈

一

五

八

 

If
士
は
^1
の
舊
m
'ト
マ
ス
*
ダ
キ
人
の
經
濟
學
說」

に
關
說
し
、「

當
時
は
®
文
を
讀
み
こ
な
す
力
も
な
く

一.
云
 々

>々
»遜
ぜ
ら
れ
た
6
。(

五
八
5

。「

ト
マ
ス

•
ダ
キ

ノ

の

經
濟
斅
說」

は
實
に
四
十
年
版「

經
濟
學
硏
究
し
の
卷
頭
を
飾 

れ
.る
，セ
大
長
篇
に
し
で
'、
篇
巾
拉
典
賴
文
の
引
用
多
く
、
讀
む
者
‘を
し
て
博
士
の
讀
書
力
の
强
大
な
る
に
®
嘆
せ
し 

め
た
り
。
然
る
に
余
は
常
時
此
の
雄
篇
の
重
要
な
る
大
部
分
へ
が
、
ァ
ッ
.
.シ.リ
ー
氏
の
.
.

「

英
國
經
濟
史」

中
の
一
部
ど 

「

奇
蹟
的
^
合」

を
有
す
.る
こV

J
*

並
び
に
同
論
文
中
に
引
用
‘せ
ら
れ
た
る
拉
典
文
の
大
部
分
が
、
If
i
lじ
ぐ
间
齊
十
に 

(]
)

用

せ

ら

.

れ
つ
‘、
あ
.る
こ
ビ
を
.深
ぐ
怪
め
办
。
然
.る
.に
今
や
博
士
が
當
時「

ァ
シ
.ユ
レ
•丨
瓜
.
の

英

國

.經

濟

史

中

の

欠
 

述
，

」

.

其
の
他
を
賴
ヶvj

じ
て
典
の
筆
を
執
ら
れ
た
る
こ
心
を
吿
白
せ
.ら
る
V
に
及
ん
で
、
多
^
り
缒
w

’ 

l

^

^

k

i?
: 

せ
ヶ
。
：颳
も
少
し
ぐ
明
敏
な
る
讀
書
子
は
胨
に
野
衬
兼
龙
齡
氏
の
ァ
グ
シ
リ
ー
英
.國
經
濟
_史
譯
，の
現
れ
た
る
今
日
、 

余

の

：如

き

暗

'愚

な

る

：疑

間

^

抱
：
.< も
の
存
せ
ざ
り
し
な
.る
可
ぐ
、
又
た
今
5£
ら
事
新
し
く
博
士
の
自
fi
を
^
，つ
0
sf 

も
あ
ら
ざ
-
c
v
b
な
る
可
し
。

■:

ぐ

::
.
;
博±'
齡

愛
|3「

其

办

後

、

藝

誠

ー

：
辄

敎

露

卞

0-
某

氏

が;>
主

も

し

て

、
ト

.
マ
ソ
■

の
利
子
論
を
硏
$

&:
れ
た
基 

督
敎
徵
利
論
考
も
'が
題
す
る
有
.益
な
る
矾
究
が
公
刊
せ
、b
れ
た
ぞ
ラ
で
あ
る
が
、
私
は
.
不

幸

に

し

て

其

書

を

見

.
る
こ 

を
を
得
な
が」

云
々
ど
說
か
れ
た
る
は
恐
ら
く
打
村
鑛
三
氏
著！

九
ニ
.七
苹
版
'「

中
世
敎
會
法
的
徵
利
論
考」

(

久
我 

書
房
刊)

へ
を
指
ぜ
る
な
6
可
し
。
佘
は
帷
を
垂
.
で
，道
を
說
‘け
る
こVJ

な
ぐ
、
佘
の
|,
1]

下

に

贄

.
を

執

つ

て

敎

を

乞

ぺ
 

る
者
を
有
す
る
こ
ミ
な
し
。
‘佘
に
はr

門
下」

な
る
，
の̂
な
し
。
打
村
氏
は
唯
だ
余
が
，同
窓
.の
後
輩
に
過
ぎ
ず
.し
て
、 

同
氏
CD
.
.
論

父

指

導

の

任

に

當

•.り

た

る

者

も

*

余
に
非
ず
し
て
，
小
泉
信
三
氏
な
卜
。
此
の
點
に
於
い
て
博
士
流
の
語 

法
を
以
.‘つ
て
す
れ
ば
、
：打
村
氏
は「

小
康
.信
三
敎
授
門
下
.の
..秀
才
tな
>
。
從
.
.つ
て
间
.氏
は
佘
の
如
き
淺
^
:
才
の
流

を

汲

む

も

の

に

非

ず

0°
<
余
は
，
«

だ
小
泉
氏
及
び
打
村
贝
の
依
賴
に

.よ
り
て
之
れ

.に
序
文
を
草
し
た
る
に
過
ぎ
す
。

一
 

a

打
村
氏
の
爲
め
に
辯
す
。

^

k
は
本
編
に
於
い
て
從
來
の「

ト
マ
ス
•
ダ
キ
ノ」

を
改
め
て「

ト
マ
ソ
*,
ダ
ク
4

ノ」
V
J

發
音
せ
ら
れ
た
り
.0
.余
は 

久
し
ぐ「

ア
ク
ィ
ノ
の
ト
ー

マ
ス」

芳
し
く
は
Co
ぎ

T
o
m
m
a
s
o

 

cT A
q
u
i
n
o

 V
J

記
せ
ぅ
。「

ト
マ
ス
*
ダ
キ
ノ j

に
て
は
如 

可
に
；も
鶴
的
哚
發
音
な
り
ど
信
じ
た
レ
。
而
も
我
.が
.國
に
.は
.博
士
に
學
び
.た
/，
.發
音
を
.な
す
漭
、
可
成
り
に
多
か

.

h

.
 

し
が
如
し
。.
.
'
先
輩
"
後
®

を
誤
る
の
大
な
る
、
此

.の1

些
事
：に
て
も
知
ら
る
可
し
。

. 

一
 

/

'
-
• 

• 

.

. 

•
;

、
六
0;
1?
取
段
の
柿
註
は
眾
に
怵
士
.の
新
た
に
_紹
介
せ
，&
.れ
.ん
ビ
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
：丨

X

のI

止
雜
m
V
J佘
の
曩
き 

に
-行
へ
る
も
の
ヾ」

の
對

照

を
讀
者
に
向
つ
.
.て
希
^
せ
ら
れ

た

，
る

.

に

.1
1
:ま
る
が
故
に
、
®
人
に
於
い
て
も
，言
ふ
可
き
こ 

☆
な
し
し
博
士
の
意
は
恐
ら
く
自
己
の
解
說
.が
、.
佘
に
比
，3
そ
.優
：る
こ
年
萬
々
な
る
を
示
さ
ん
^
す

る
(:
在
る
も
の 

な
ふ
可
し
。
®
諺
に
日
く
、「

鴉
名
猿
も
其
の
子
を
.以
.つ
て
最
も
美
む
き
も
‘の
.ミ
思
..惟
す」

ビ
。

• 

,
,

,:
六
五
頁

.上

.

.段

の

秫

註

は

稍

や

1&
耍

の

意

義

を

有

甘

ぅ

。
博

.士

は

，愛

に

ブ

ラ

ト

ー

ン

垆
: £
_

を

以

つ

て

人

間

精

神

の
 

本

質

に

よ

る

も

の

な

6 v
j

倣

せ

る

に

對

し

、

ア
リ

.ス
ト
：オ
ー

K

レ

ー

ス

は

、

.正

.義
が
政
治
的
.動
物
ど
し
て

の

人

問

の

本 

質
の
發
嫉
よ
ぅ
生
じ
、來
る

.も

0 '
ぐ」

前

提

す

?:
論
じ

.、

.
而

し

て

佘

が

此

の

點

に

於

い

て

、

.
ア
リ
ス
ト
オ
テ
レ

.丨
ス
は
這
.，
 

般
の

.槪
念
を
ブ
ラ
ト
ー
ン
よ
：り

受

け

て

之
れ
を
鬼
成
せ
る
な

h
v
j

云

へ

る

、
を

非

難

せ.ら

れ

た

ぅ

。然
れ

ざ

も

愧

士

よ

、 

乞
ふ

.条
の
文

’を
疋
讀
せ
ら

.れ
よ

1

吾
人
が
愛
に

「

彼
れ
は
道
般
.の
槪
，念
を
ゾ
..一
フ
ト
ー

ン
よ
り
受
け
て

」

云

々

5

言
‘へ
る 

は
決
し
て
 

博
士
の

.云
ふ
が
如
ぐ
、

疋
義
槪
念
の
趄
源
に

* 1
す
る

.も
の
に
非
中
し
て
、

ア
リ
ス
.ト
テ
レ
ー
ス
が
分
配

ャ
i

'*
二

き

ノ「

ア
リ
ス
-ト
デ
レ
ー
ス
の『

流
通
の
11
{
较』

=
マ
^
ク
ス
の
其
解
猓
に
關
マ
ゐ
¥

ぶ
三
虎
：

九 

E

l

s
 (

f

1
)
(

I

)

中
に
於
け
，d

傅
士
の
拙
稿
！：

一

對
t

批
難
r
就
い
て 

め
I
 

rゴ
ノ



名
::

ト
=!
:
系

r

Ji
.

i

ー

コ
•
■

ア

、

ス:>.
テ
>

;

1
,

ス

，
の

『

流

通
.

^

正

義』

>

,

マ
.
.
.ル

ク
*>
.
ゐ 

辟

-
I
T

兒

ム

 

l

l

i
 

S

r

-

D 

<
S
D
.

屮
1-
於
け
る
福
.
5
.博士
0
拙
稿
：1
對
す
‘
.る批
.難
1;
就
ぃ
、て
.: 

,

1

s
 

r 

ノo

的
及
び
補
疋
的
疋
義
に
關
し
て
言
說
せ
る
の
點
な
り
。
.
ブ
ー
フ
ト
ー
ン
は「

法
律
^」

第
ム
ハ
«

に
於
ぃ
て
平
等
に
ー
一
®

ぁ 

.る
こ
；/

j
を
.述
.、ぺ
ね
卜
。.即
ち
一
は_滎
#

の
分
配
に
.
.際
し
て
國
家
恭
し
く
は
■立
法
者
-に
よ
り
て
何
等
の
.困
難
な
ぐ
誘
致 

せ
&
,な
>

所
な
る
も
、
他
は
さ
ま
で
容
易
に
認
識
せ
ら
れ
ざ
る
も
.の
に
し
て
、
優
者
に
は
よ
り
多
く
、
劣
者
に
は
.よ
い 

少
な
ぐ
、
各
.々
.の
本
®

に
準
じ
て
：與
ぷ
る
所
の
も
の
：な
う
。
ァ
リ
ス
ト
テ
レ
.！
ス
は
這
般
の
槪
念
を
補
正
し
、
發
達 

.せ

.し
め
た
り
。
彼
れ
は
分
，配
的
疋
義
を
.以
.，つ
て
受
領
漭
の
價
値
又
は
效
績

.に
從
つ
て
、
：國
家
.の
成
員
間
に
分
配
せ
ら 

る
、可
.き
名
#
、
»

及
び
其
の
他
の
も
の
、
.分
配
：に
腸
す
る
も
の
な
.，办
ビ
觀
た
う
.。
配

分

は

常

に

®

一

 

な

も

檟

値

，
の

標 

準
に
從
つ
て
決{

C

せ
G
、る
可
ぞ
，
开
は
道
般
の
標
準
に
從
つ
て
過
少
若
し
f
は
週
多
.た
，る
を
許
さ
る
可
き
に
非
t

、

」 

雖
ぢ
、
而
も
ァ
リ
ス
ト
‘
.ォ
テ
レ
ー
ス
は
：這
般
.の
標
準
其
の
者
の
、何
た
‘る
や
，を
以
：て
萬
A '
の
悉
ぐ
一
致
す
る
.こ
ビ
能
は 

ざ
：•る
所
ビ
看
做
，せ
う
。
次
ぃ
で
彼
れ
.は
補
正
的
疋
義
.の
說
明
に
入
り
、
之
.れ
を
以
.つ
：て
人V」

人v
j

の
間
の
行
爲
に
於| 

ぃ
て
»
砠
物
だ
る
.も

の

乙

定

義

せ

る

な

开

は

任

意

的

行

爲

，に

.在
つ
て
は
、
其
の
雨
當
辦
渚
に
對
し
て
利
得
及
び 

损
失
の
平
衡
を
維
持
'0
、
非
任
意
的
犴
爲
に
於
ぃ
て
は
犯
罪
ど
刑
罰
ビ
の
均
衡
を
維
持
し
、
總
ベ
て
：牛
等
の
破
毀
を
：
 

M

-i
E
ず
る
に
在
る
な
b
o
’ 

，
,'
:

H
玆
ic
:皆
摩
妒
任
澈
的
#
爲
だ
は「

_

入
賣： #

:
:

貨
與
、
«

€

.

®受
m

だ
ジ
を
博

：

士

ば
不
當
迄
し"：

「

■•
«
與
：

J

ば
：

「

膨

韙
1

」

、#
:受
ぼ
は「
德

瓶

貨

借

が#

質
借
：̂

「

屉
傭
、
請
^

.
賃
貸
借
：じ 

VJ

稱
す
可
，き
こ
、し
.を
敎
示
せ
ら
れ
^
り
。
ぎ

s
y
j
y
z

は
、
佘
の
座
右
に
.存
す
るL

a
d
e
l
l

及
びS

C
S

の
希
英
，僻
典 

.に
ば 
>
■
靡
に
'
:

m
o
n
e
y
-
l
s
d
i
n
g

 

V」

譯
さ
れ
、
Ni
>̂
q 
へ
 C 

は 

a

 usibg- 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
,

 

use 

m
a
d
e

 

of a

 

t
hs-
P

V

J

^

^
ri
i
! 

_さ
'̂
1
前
教
が
後
歡
の
羅
，̂>
法
に
於
け
る 

m
u
t
u
u
m

 

.の
如
く 
確

然loan 

for 

.

.

.
c
o

a!
s
c!
r
i
a
o.
t
i
.
c
>
h
i

,
後
者
が c

o
i
n
m
o
d
a
t
u
m

I

s

a

l

l

f

.

. 

^

\

4

\

の
如
X 

-
O
S 

fpr 

s

r
/の
如
き
，意
s

を
凊
す
る
や
否
や
.を
知
る
に
®

み
た
る
を
.以
て
、
殊
吏
ら
に「

哭
弋
雒
1」

り
丨 

る
譯
字
を
使
用
せ
る
な
り
。
•
殊
に
，卜
3
月

の
譯
語
に
惱
み
た
る
を
以
つ
て
特
に
希
語
を
記
入
せ
る
な
り
。

x

l

i

c
 

は

p】

e
t
t5*
cr
q

o'
”
B:
ョ

V
J

あ
b
し
を
以
つ
て
、
艰
し
て
羅
塒
法
のiocatlo. 

c
o
n
d
u
c
t
i
o

の
如
ぐ
、
險
苦
し
く
は
#
 

務
に
關
す
る
も
の
に
し
て
、IQCat

o*rd, 

o
p
e
r
a
r
u
m
, 

operis 

facienti.

の
！ニ
衫
爐
を
解
す
る
も
の
な
6

户
否
や 
一̂
刃 

な
り
し
が
故
に
、
姑
ぐ
餅
記
の
如
き
譯
字
を
使
用
せ
ぅ
。
拉
典
®Q

o
c
a
t
i
o
_

 c
o
n
d
u
c
t
i
o

の
意
義
よ
り
推
し
て
博
:|
; 

.は
^
鼻
§
c
の
意
義
を
推
定
、せ
ら
れ
た
る
も

.の
に
は
非
ざ
：る
.か
。.

'w
i

は

.^
の
譯
字
の
勸
に
^

レ
て
.

余
-̂
博
士
を
1:
-
じ
て
湿
然
余
の
文
を
卒
讀
し
て
;̂
直
ち
に
不
.當
の
攻
擊
を
敢 

て

せ

る
も
の.

V」

云

へ
り
ど
稱
せ.ら
る(

.七
一
一
頁

)

。

此

，
の

譯

文

咎

め

.は「

改

邏
I三
月
號
の
分
に
於
い
て
初
め
て
，現
れ
た 

る
も
の
な
り
。
然
る
に
佘
が
博
士
の
擧
示
せ
ら
る
.、
が
如
き
言
語
を
以
つ
て
博
士
を
難
で
た
る
は
本
誌
一
月
號
に
於 

い
.て
'-
«
!̂
。
余
.は
昨
年
十
二
月
執
筆
の
際
に
於
い
て
早
く
本
年
二
，月
十
九
日
に
於
い
て
初
め
.て
_

め
る
博
士
の
所
言 

を
^

る
の
千
里
眼
を
有
し
、
之
れ
.，に
對
し
て
非
難
を
加
ふ
.可
.き
#
的
能
力
を
有
す
る
こV

J
W

し
。
余
が
本
誌
.：

一、

月
號 

に
於
い
て
博
士
の
批
評
を
難
じ
.た
る
，は
全
然
別
简
の
諸
點
な
り
。
而
も
博
士
は
是
れ
‘等
の
諸
點
に
就
き
て
，は
殆
ん
ざ 

.言

及

せ

ら

る
、
こvj

な
ぐ
し
て
、_
而
も
:̂
の
_
字
の
點
に
於
い
て
之
れ
を
云
.々
，せ
ら
'ゐ
。
勝
手
な
る
者
よ
•
.汝
の
名 

は
福
；田
博
士
の
論
法
な
り
。
又
た
博
士
は
佘
が
ァ
氏
の
原
文
を
解
/
得
た
り
や
否
や
を
疑
は
れ
た
.ぅ
。
余
は
固
よ
り 

希
語
を
讀
み
こ
な
し
将
た
は
言
は
す
。
博
士
は
傘
^
は
希
語
に
，精

通

し

居

ら

る

、
か
も
知

'
.れ
す
。

,f
i
)も
分
i
#
. 

士
は
短
小
ノ
な
る
ァ
氏
の
譯
文
を
草
す
る
に
當
ぅ
て
も
，
矢
張
り
ロ
ッ
ス
氏
の
.英
,
を
賴
りV

J

せ
ら
れ
ざ
る
を
^
'
ざ
る 

の
.人
^
公
'.
0

: 

;
; 

.

.

.

.

第
二
十
二
翁C

I
三•

)

sr
i
r
Dスn
か

レ

シ

ス

福

の

田

『

龍

關

1

疑」

第

三

號

1

六I.



.^ ;
'

4

_
 
二̂

フ
ァ
リ
ス.'h
r

'

レ
ー
，

：

ス
.
の.
：

『

流
.
叫
の
正g』

。
-

>

>

グ
ス
の.
兆
解
#
に

關

彳

る

ぎ

一

一

成

 

.

:t
l
二 T-

.
1-

も

广5

ち

(

兆
.
；' 5

中
1

1

於
け̂

涮
3

:观
士
の
拙
輝
レ
對
す
名
批
難
|;
棘

い

ズ
.

,

.

一
 
>

:

へ
膊
士
似
六
七
员
下
段
の
詁
に
於
ぃ
て
、
余
の
普
遍
的
疋
義
及
び
特
殊
的
正
義
に
關
す
る
說
明
が
極
め
て
無
造
作
に

! L

て

溯
成
氏
の
其
れ
に
及
ば
ざ
.る
-が
如

き

ロ
.

吻
を
漏
さ
れ
た
り
。

噙

は

此

の

點

に

就

，ぃ

て
«

敢

て

言

は>

。
1 «

士
は

又
^
七
-0
頁
下
段
に
.於
い

x
、「

マ
.

ジ
ス
‘
ト
 

'ブ
レ「

ィ

，ス
.
經

濟

學
.̂
鄭
.

#

.̂
沖

、
今

日

.ま

で
一
人

も」

指

挤

せ

る

こv
j

な
き

點

に
»]
し

、

余

が

，
圣
'然
之
れ
に
晴
示
を
す
,«
>
•»
へ
ざ
-

^
.(
0
を
^
つ
て「

.ァ
'リ
.ス
、，ト
-グ
レ
.
.
!ス-經
濟
學」

を
論
ず
る
' の
資

格

:̂
き
も
の
ど
痛
言
せ
、ち
る
。
偶
々
博
士
.の
氣
附
か
れ
_た
ゐ
點
.が
果
し
て
如
何
'̂
る
©
耍
»:
を
有
才
る
も
の
な
り
や

は
疑
間
な
办
。
而
も
.博
士
.が
其
の
發
見
.を
艰
：:.
0
て
«

&
:#
>

た
る
は
：尙
ほ
：恕
.す
可
心
、
.他
‘人
.が
此
の
點
に
氣
附
か
.ざ

り
し
'を

谷

む
5
は

必

す

し

も

赏

を

得
!̂
る
も
の
に
非
ざ
，
る
可
し
。

」

自
已
:0
拾
ひ
：
た
る.小
石
を
他
人
が
拾
は
、ざ
办
し
.ど

て
之
を
稃
む
る
'に
.等
し
パ
’ 

’ 

V
: 

,

,
;1
#
;1
[
:似
.余
の
文
を
以
っ
セ.兒
童
.
.の
故
邋「
へ
' へ
.
.の
、
も
：へ'
 

じj

に
®
す
4
も
巧
：な

り-,
(
£
:稱
せ
.ら
れ
'た
>
。
余
の
.文
章

の
稚
拙
、
或
ひ
は
.小
學
兒
童
.の
其
れ
に
此
す

«1
き

も
の
ぁ
ら
ん
。
而
も
，
河
上
;it
士
譯
資
本
論
中
の
誤
®

の
猎
摘
、

「

改
造
社」

版
資
本
論
の
»
揚
、
ス
？

\

"ン
及
び
佘
に
對
1

石
.攻
擊
、
.自
己
の
誤
植
0
訂
正
、
近
ぐ
逝
'去
せ
る
後
锻
に

對
す
ふ
追
想
、
等
、
等
;:
"
等
.ょ
り「

ァ
リ
ス
ト
>
レ
.
1
.ブ
流
姐
の
正
義」

一
篇
を
組
成
せ
ら
れ
ん
ぐ」

し
つ
、
ぁ
る
陴
:.
1
:

の
勞
作
は
、
恰
も「

へ
へ
の
の
も
人
じ
_
.
1
を
連
ね
£

ろ
氣
な
が
ら
入
而
.を
描
か
ん
>
/

」

す
る
兒
觉
の
試
み
に
、も
似
た
ら

傅
士
は
嘬
後
に
自
己
の
傅
文
に
は
許
し
‘雛
き
誤
®
、
杜
撰
の
存
す
る
こV」
を
認
め
•ら
れ
、
余
に
よ
り
て
十
數
部
前
. 

の
'

谘

稿

が

引
W
せ

ら

れ

た

る

こ

V
」

を

か

こ

た

れ

た

—

，
。

而

も

博:[
:
の

舊

文

は

、五
：！
人

锻

の

舊

文

、、

」

異

な

り
、

1,

度

、，

雜
誌
論
文
，ど
し
.で
视
れ
、
W
び
、
論
文
集
中
.に
入
り
< 
三
度
び
其
.の
改
訂
版
に
揭
げ
ら
れ
、
-
四
度
び
®
 
士
の
全
集
中

 

，に
縮
入
せ
ら
れ
て
"
十
數
年
前
の
W
文
は
宛
然
，昨
今
の
近
稿V

J

等
し
く
世
上
に
流
布
し
、
其
の
愛
讀
济
少
な
か
ら
f
、
 

足
つ
て
五n

人
が
之
れ
に
就
‘..い
で
一
言
ず
る
、
亦
た
必
す
し
も
^
！む
^
ぎ
に
非
ざ
る
可
し
。
余
の
如
き
、
偶
々
^

ら
れ
 

て
、
不
本
«
な
が
ら
低
に
出
し
た
る
拙
著
、

一
ニ
存
せ
ざ
る
に
.非
ざ
る
も
、
初
版
，盡
く
る
ビ
共
に
直
ち
に
之
れ
を
絕

 

版
せ
し
め
て
、
W
版
.の
需
め
に
應
せ
ず
。
其
の
究
廣
.な
き
訂
.疋
.を
志
し
て
、
然
も
成
ら
す
、
懊
惱
に
懊
僧
を
©
ね
つ

..、

.
あ

る

な

ぅ
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